
 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 2026／７／1８  

№4 野中 広俊 

【第７回口頭弁論 報告集会】 
７月１３日、口頭弁論の傍聴行動とビラ配布行動がおこなわれました。 

終了後、報告集会を開催しリモート会場含め多くの仲間が結集しました。 

 

【

次回、第８回口頭答弁は９月３日です 

 

◎第７回口頭弁論の主な特徴点 

〇Ａさんは担当業務の時間が迫っていた（代務者を立てられたことは知らない）ので、駅長室から

退室しようとすると、管理者Ｂは「席に戻れ」とソファーに押し倒しました。 

 原告Ａさんの主張 ⇒口頭によるもののみが許され、身体的な力で矯正することは許されない。 

 被告管理者Ｂの主張⇒目的が正当で、手段も相当  

会社は社員への暴力行為を容認している！ 

〇管理者Ｂは労災申請の際に医師へ「第三者（Ａさん）が逆上し胸を掴んで約１ｍほどの高さから

床に叩きつけた」と説明。  

⇒これまで裁判で主張してきた「突き飛ばされ尻もちをついていた」と内容が異なる説明！ 

 労災申請の虚偽報告＝犯罪行為ではないか！  

⇒しかも労災申請の書類「第三者行為災害届」には事業主証明（＝JR 東日本社長名）もされる。 

 裁判での主張と異なる虚偽報告を会社も認める！ 
〇管理者Ｂの診断書やレントゲン画像を検証したが打撲や捻挫の跡はなく、けがを負ったのか 

どうかもよくわからない事などが報告される。 

 労災申請のための受傷内容も虚偽報告をしているのでは？ 
 


